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注
意
が
必
要
な
害
虫
と
は
！？

①
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
は

　
発
生
前
に
被
覆
資
材
を

　

モ
モ
ア
カ
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ニ
セ
ダ
イ
コ

ン
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ダ
イ
コ
ン
ア
ブ
ラ
ム
シ

な
ど
が
発
生
し
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
は

モ
ザ
イ
ク
病
を
伝
染
す
る
の
で
、
防
除
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
飛
来
が
多
い
時
期
に
は

防
虫
ネ
ッ
ト
を
被
せ
る
こ
と
が
重
要
で
、

播
種
後
に「
サ
ン
サ
ン
ネ
ッ
ト
」な
ど
で
ト

ン
ネ
ル
が
け
し
ま
す
。
ま
た
、
畝
面
の
シ

ル
バ
ー
ポ
リ
マ
ル
チ
も
効
果
的
で
す
。

　

毎
年
発
生
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
播
種

時
に
ダ
ン
ト
ツ
粒
剤
、
ア
ク
タ
ラ
粒
剤
５

な
ど
を
施
用
し
ま
す
。
発
生
が
多
い
場
合

は
、
ス
タ
ー
ク
ル
顆
粒
水
溶
剤
、
ア
ル
バ

リ
ン
顆
粒
水
溶
剤
な
ど
を
散
布
し
ま
す
。

②
春
と
秋
に
発
生
す
る

　
コ
ナ
ガ
・
ア
オ
ム
シ

　（
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
幼
虫
）

　

春
ま
き
で
は
５
～
６
月
、
秋
ま
き
で
は

９
～
10
月
に
発
生
し
ま
す
。
幼
虫
が
葉
を

食
害
し
、
コ
ナ
ガ
で
は
主
に
芯
付
近
の
部

分
を
、
ア
オ
ム
シ
で
は
葉
全
体
を
食
害
し

ま
す
。
発
生
が
多
い
場
合
に
は
、
ほ
と
ん

ど
の
葉
を
食
害
し
ま
す
。

　

多
発
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
播
種
後

に
防
虫
ネ
ッ
ト
を
ト
ン
ネ
ル
が
け
し
て
成

虫
の
産
卵
を
防
ぎ
ま
す
。
発
生
が
見
ら
れ

た
ら
、
コ
ナ
ガ
で
は
ア
フ
ァ
ー
ム
乳
剤
、

デ
ィ
ア
ナ
Ｓ
Ｃ
な
ど
、
ア
オ
ム
シ
で
は
マ

ラ
ソ
ン
乳
剤
な
ど
を
散
布
し
ま
す
。

③
一
晩
で
葉
を

　
食
い
尽
く
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る

　
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類

　

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
が
８
～
10
月
、
ヨ
ト

ウ
ム
シ（
ヨ
ト
ウ
ガ
の
幼
虫
）が
５
～
６
月

と
10
月
ご
ろ
に
発
生
し
ま
す
。
成
虫
が
卵

を
１
０
０
～
２
０
０
ほ
ど
の
卵
塊
で
産
卵

す
る
た
め
、
幼
虫
は
集
団
で
葉
を
食
害
し

ま
す
。
幼
虫
は
大
き
く
な
る
と
体
長
が
３

～
４
㎝
と
な
り
、
昼
間
は
土
の
中
に
潜
ん

で
、
夜
間
に
は
地
上
に
現
れ
て
葉
を
暴
食

し
ま
す
。

　

発
生
が
見
ら
れ
た
ら
、
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト

ウ
で
は
デ
ィ
ア
ナ
Ｓ
Ｃ
、
プ
レ
オ
フ
ロ
ア

ブ
ル
な
ど
を
散
布
し
ま
す
。

④
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
は

　
行
動
範
囲
も
広
く

　
食
害
す
る

　

成
虫
は
体
長
が
３
㎜
、
体
色
は
黒
褐
色

で
黄
褐
色
の
筋
が
あ
る
甲
虫
で
す
。
後
脚

が
発
達
し
て
お
り
、
日
中
で
も
跳
躍
し
て

移
動
し
ま
す
。
成
虫
は
葉
を
食
害
し
、
カ

ブ
の
表
面
に
１
㎜
以
下
の
丸
い
穴
を
開
け

ま
す
。
ま
た
、
幼
虫
は
土
壌
中
の
根
を
食

害
し
、
褐
色
の
食
害
痕
が
点
々
と
不
規
則

に
生
じ
、
激
し
い
場
合
は
表
面
が
さ
め
肌

状
に
な
り
ま
す
。

　

毎
年
発
生
の
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、

播
種
時
に
ス
タ
ー
ク
ル
粒
剤
、
ダ
イ
ア
ジ

ノ
ン
粒
剤
５
な
ど
を
施
用
し
ま
す
。
成
虫

の
発
生
が
多
い
場
合
は
、
ス
タ
ー
ク
ル
顆

粒
水
溶
剤
、
ア
ル
バ
リ
ン
顆
粒
水
溶
剤
な

ど
を
散
布
し
ま
す
。

⑤
カ
ブ
ラ
ハ
バ
チ
は

　
秋
の
多
発
に
注
意

　

成
虫
は
体
長
７
㎜
、
頭
部
は
黒
色
、
胸

と
腹
部
は
橙と

う

黄こ
う

色
の
ハ
チ
で
、
幼
虫
は
大

き
く
な
る
と
体
長
15
㎜
、
体
色
は
光
沢
の

あ
る
黒
藍
色
で
す
。
幼
虫
が
葉
や
地
上
に

出
た
根
を
食
害
し
ま
す
。
年
３
～
４
回
、

５
～
11
月
に
発
生
し
、
特
に
秋
に
発
生
が

多
く
な
り
ま
す
。

　

発
生
が
多
い
場
合
に
は
、
マ
ラ
ソ
ン
乳

剤
な
ど
を
て
い
ね
い
に
散
布
し
ま
す
。

害
　
虫
　
編

第21回小規模菜園向け
誰でもできるお手軽病害虫対策

第23回 カブ 
ニセダイコンアブラムシ

アオムシ（モンシロチョウ幼虫）

ハスモンヨトウ幼虫

（木村　裕　原図）

キスジノミハムシ成虫

カブラハバチ幼虫

コナガ幼虫
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注
意
す
る
病
気
と
対
策

①
モ
ザ
イ
ク
病
は

　
ア
ブ
ラ
ム
シ
を
防
ぐ

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
発
生
の
多
い
時
期
に
栽

培
す
る
と
モ
ザ
イ
ク
病
被
害
が
発
生
し
ま

す
。
葉
が
緑
色
の
濃
い
部
分
と
や
や
黄
色

っ
ぽ
い
部
分
が
入
り
乱
れ
た
モ
ザ
イ
ク
状

に
な
り
ま
す
。
中
心
部
の
芽
の
部
分
が
黄

化
し
、
生
育
が
悪
く
な
り
ま
す
。
病
原
菌

は
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
吸
汁
に
よ
っ
て
、
キ

ュ
ウ
リ
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
ウ
イ

ル
ス
が
感
染
す
る
の
が
原
因
で
す
。

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
発
生
時
期
で
は
、
寒
冷

紗
や
ベ
タ
が
け
資
材
で
苗
を
被
覆
す
る
か
、

殺
虫
剤
を
散
布
し
て
ア
ブ
ラ
ム
シ
を
防
除

し
ま
す
。

②
黒く

ろ

腐ぐ
さ
れ

病
が
発
生
す
る
前
に

　
予
防
防
除

　

秋
作
の
カ
ブ
で
発
生
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
葉
の
葉
縁
部
か
ら
黄
色
の
病
変
が
生

じ
、
葉
脈
が
黒
変
し
ま
す
。
発
病
が
進
む

と
葉
全
体
が
黒
変
し
ま
す
。
病
原
菌
は
土

壌
中
に
生
息
す
る
多
侵
性
の
細
菌
で
、
キ

ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ダ
イ
コ
ン
な

ど
に
感
染
し
ま
す
。
種
子
伝
染
し
、
土
壌

中
の
病
原
菌
が
風
雨
で
飛
散
し
て
、
葉
の

葉
縁
部
の
水
孔
や
気
孔
か
ら
感
染
し
ま
す
。

　

コ
サ
イ
ド
３
０
０
０
、
Ｚ
ボ
ル
ド
ー
な

ど
の
銅
水
和
剤
や
ヨ
ネ
ポ
ン
水
和
剤
を
予

防
的
に
散
布
し
ま
す
。

③
胞
子
が
飛
散
し
て
伝
染
す
る

　
白
さ
び
病

　

葉
裏
に
乳
白
色
の
膨
れ
た
斑
点
を
生
じ
、

後
に
表
皮
が
破
れ
て
内
部
の
白
粉
が
飛
散

し
ま
す
。
葉
の
表
面
に
は
、
黄
色
い
周
辺

の
ぼ
や
け
た
斑
点
が
で
き
ま
す
。
症
状
が

激
し
い
と
葉
が
厚
く
な
り
、
奇
形
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
茎
、
花
柄
で
も
同
様

の
病
斑
を
生
じ
、
病
斑
部
が
肥
大
し
て
奇

形
に
な
り
ま
す
。
白
色
粉
状
の
も
の
は
病

原
菌
の
胞
子
で
、
胞
子
が
飛
散
し
て
伝
染

し
ま
す
。
白
さ
び
病
は
ダ
イ
コ
ン
や
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
に
も
発
生
し
ま
す
が
、
病
原
菌

の
系
統
は
異
な
り
、
カ
ブ
へ
は
伝
染
し
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
病
を
認
め
た
ら
、
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア

ブ
ル
、
ラ
イ
メ
イ
フ
ロ
ア
ブ
ル
な
ど
を
散

布
し
ま
す
。

④
根
こ
ぶ
病
の
被
害
は

　
生
育
を
阻
害
す
る

　

苗
の
根
が
こ
ぶ
状
に
な
り
、
生
育
は
悪

く
晴
天
時
に
し
お
れ
が
発
生
し
ま
す
。
こ

ぶ
は
白
色
～
淡
褐
色
で
大
き
く
、
表
面
が

滑
ら
か
で
シ
ワ
が
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

気
温
が
高
い
と
、
こ
ぶ
が
軟
化
し
て
腐
敗

し
ま
す
。
播
種
直
後
に
こ
ぶ
が
で
き
る
と

生
育
不
良
や
し
お
れ
が
発
生
し
、
苗
が
奇

形
に
な
り
ま
す
。
被
害
株
は
正
常
な
カ
ブ

に
な
ら
ず
、
商
品
価
値
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

病
原
菌
は
土
壌
中
に
休
眠
胞
子
の
状
態

で
生
息
し
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
作
物
の
根
に
感

染
し
ま
す
。
防
除
対
策
と
し
て
、
ラ
ン
マ

ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
や
オ
ラ
ク
ル
顆
粒
水
和
剤

を
処
理
す
る
か
、
土
壌
消
毒
し
ま
す
。

⑤
萎い

黄お
う

病
の
発
生
圃ほ

場
は

　
土
壌
消
毒
を

　

株
の
片
側
の
葉
が
黄
化
し
た
り
、
葉
の

半
分
が
黄
化
し
た
り
す
る
症
状
が
見
ら
れ

ま
す
。
罹り

病
株
は
生
育
が
悪
く
な
り
、
激

し
い
場
合
は
枯
死
し
ま
す
。
葉
柄
や
株
元

を
切
断
す
る
と
維
管
束
が
褐
変
し
て
お
り
、

症
状
が
軽
い
場
合
で
も
カ
ブ
の
部
分
を
切

断
す
る
と
、
中
心
部
の
維
管
束
が
淡
褐
色

に
変
色
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

発
生
圃
場
は
土
壌
消
毒
が
必
要
で
、
キ

ル
パ
ー
な
ど
の
土
壌
く
ん
蒸
剤
を
処
理
し

ま
す
。

⑥
高
温
・
過
湿
期
に

　
発
生
し
や
す
い
炭
そ
病

　

葉
に
水
浸
状
で
凹
ん
だ
小
斑
点
が
多
数

生
じ
、
病
斑
は
拡
大
し
て
灰
褐
色
～
胚
白

色
に
な
り
、
病
斑
部
に
穴
が
あ
き
ま
す
。

気
温
が
高
い
過
湿
条
件
下
の
８
～
10
月
に

か
け
て
発
生
が
多
い
た
め
、
秋
ま
き
の
カ

ブ
で
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

病
　
害
　
編

大阪府立環境農林水産総合研究所

草
くさ

刈
かり

　眞
しん

一
いち

、柴
しば

尾
お

　学
まなぶ

　カブはやや冷涼な気候を好むことから、秋まきが作りやすい作物です。肥えた土壌と広めの株
間が必要で、小カブで10㎝、中カブで20～25㎝、大カブで40㎝程度の株間とし、施肥は10㎡に化
成肥料（Ｎ：Ｐ：Ｋ＝８：８：８）を1.2～1.5㎏程度とします。
　病害虫ではモザイク病、黒腐病、根こぶ病、コナガ、キスジノミハムシ、カブラハバチの被害
に注意します。

（木曽　晧　原図）

黒腐病

（木曽　晧　原図）

根こぶ病

炭そ病

（木曽　晧　原図）

モザイク病

（木曽　晧　原図）

白さび病

（木曽　晧　原図）

萎黄病
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